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第三者調査委員会の調査報告書受領に関するお知らせ 

 

当社は、平成 25年 2月 7日付「第三者調査委員会の設置に関するお知らせ」にて公表いたしま

したとおり、当社子会社の株式会社メディビックと取引関係のある企業（以下「Ａ社」という。）

より、平成 25年 2月 5日付、元当社関係者（以下「乙氏」という。）によるＡ社と当社とのＭ＆

Ａ等に関する不適切な取引にかかる調査の要望を受け、第三者調査委員会を設置いたしました。 

その後、平成 25 年 2 月 28日付「第三者調査委員会の調査結果の報告時期の延期に関するお知

らせ」において、調査結果に関する報告時期について 3 月中旬を目途とする旨をお知らせいたし

ましたが、本日、第三者調査委員会から調査報告書（以下「本報告書」という。）を受領しました

ので、その結果につき、別紙のとおりご報告いたします。 

 

当社は、本報告書によって、当社の内部監査室長の立場にあった者が、取引会社との間の買収

や業務委託といった、当社の経営にかかわる重要事項に関連して、そのコンサルティング料と称

して、私的に取引会社から多額の金員を取得するといった、乙氏の企業人若しくは経済人として

のモラルの面で大きな問題がある行為を知ることとなりました。 

当社としましては、第三者調査委員会の報告の内容及び提言を厳粛に受け止め、特に本報告書

において指摘の「不適切な取引をある程度予測可能であったところ、毅然とした対応がなされて

いなかった点、未然に防止できなかった点」については、今後、同様の事案が発生しないよう経

営管理体制の強化のため、必要な措置を検討してまいります。 

 

また、調査結果に基づく平成 24年 12月期以前及び平成 25年 12月期の当社連結業績に与える

影響はなく、訂正の必要はないものと判断しております。 

 

株主の皆様をはじめとする関係者の皆様には、多大なるご迷惑とご心配をおかけしております

こと深くお詫び申し上げます。 

 

別紙資料：「調査報告書」 

 本報告書では、本件取引先、社外の取引先及び社外の個人名に関しては、個人情報等を考慮し

匿名としております。 

以 上 
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